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患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

生
活
の

質

に
対
す
る
意
識
の
高
ま

り
な
ど
を
背
景
に
、
体
に
メ

ス
を
入
れ
る
外
科
治
療

バ

イ
パ
ス
手
術

に
比
べ
て
侵

襲
性
が
低
く
患
者
に
優
し
い

血
管
内
治
療

イ
ン
タ
ー
ベ

ン
シ
ョ
ン

の
件
数
が
年
々

増
え
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ベ

ン
シ
ョ
ン
は
Ｘ
線
透
視
撮
影

を
行
い
な
が
ら
皮
膚
に
あ
け

た
穴
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル

医

療
用
細
管

を
血
管
に
挿
入

し
て
行
う
治
療
法
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
島
津
製
作

所
は
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ

テ
ク
タ
ー

Ｆ
Ｐ
Ｄ

搭
載

血
管
撮
影
装
置
の
ユ
ー
ザ
ー

の
声
と
医
療
技
術
の
進
歩
に

対
応
し
、
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ

ョ
ン
を
支
援
す
る
血
管
撮
影

装
置
の
あ
り
方
を
見
直
し

た
。
そ
し
て
「
最
高
画
質
」

「
優
れ
た
操
作
性
」
「
安
全

と
安
心
」
の
三
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
を
実
現
す
べ
く
「
血
管

撮
影
シ
ス
テ
ム
　
Ｔ
ｒ
ｉ
ｎ

ｉ
ａ
ｓ
」
を
開
発
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
検
査
・
治
療
時

間
を
短
縮
す
る
と
と
も
に
、

安
全
に
安
心
し
て
検
査
・
治

療
が
で
き
る
装
置
を
目
指
し

た
。
ま
た
同
社
の
血
管
撮
影

装
置
に
は
、
主
に
心
臓
向
け

の
９

角
の
Ｆ
Ｐ
Ｄ
、
主
に

腹
部
、
下
肢
向
け
の

角

の
Ｆ
Ｐ
Ｄ
を
搭
載
し
た
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
が
あ
る
。
Ｔ
ｒ
ｉ

ｎ
ｉ
ａ
ｓ
は
そ
の
中
間
の

角
の
Ｆ
Ｐ
Ｄ
を
採
用
す
る

こ
と
で
、
１
台
で
頭
部
、
心

臓
、
腹
部
、
四
肢
ま
で
全
身

を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
製
品

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
特
徴
で
は
ま
ず
Ｔ
ｒ
ｉ
ｎ

ｉ
ａ
ｓ
用
に
設
計
し
た
画
像

処
理
「
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
　
Ｐ
Ｒ

Ｏ
」
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
ー
プ

さ
を
保
ち
な
が
ら
ノ
イ
ズ
を

％
低
減
す
る
こ
と
で
、
患

者
の
体
内
に
挿
入
す
る
ガ
イ

ド
ワ
イ
ヤ
や
ス
テ
ン
ト
な
ど

の
視
認
性
を
向
上
さ
せ
た
。

　
心
臓
の
拍
動
で
常
に
動
い

て
い
る
ス
テ
ン
ト
を
固
定
表

示
し
、
さ
ら
に
見
や
す
く
強

調
表
示
す
る
こ
と
で
安
全
で

正
確
な
治
療
を
支
援
す
る
同

社
独
自
の
ス
テ
ン
ト
留
置
術

支
援
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
Ｓ
Ｃ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｖ
ｉ

ｅ
ｗ
」
を
搭
載
し
た
。

【
開
発
者
の
声
】

　
血
管
内
治
療
の
現
場
は
、

滅
菌
さ
れ
た
環
境
が
前
提
と

な
る
た
め
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

に
取
り
付
け
た
操
作
部
を
滅

菌
さ
れ
た
シ
ー
ト
で
覆
い
、

そ
の
シ
ー
ト
越
し
に
操
作
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
特
徴
的
な
使
用
状
況
を

念
頭
に
お
い
て
、
慣
れ
を
必

要
と
せ
ず
安
全
、
簡
単
に
操

作
で
き
る
Ｃ
ア
ー
ム
と
Ｆ
Ｐ

Ｄ
の
レ
バ
ー
タ
イ
プ
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
を
開
発
し
た
。

　
導
き
出
さ
れ
た
レ
バ
ー
グ

リ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ン
は
「
医

用
機
器
ら
し
い
ソ
フ
ト
な
イ

メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
凹
凸
の

は
っ
き
り
し
た
タ
フ
な
印
象

の
造
形
」
と
な
っ
た
。
こ
れ

で
滅
菌
シ
ー
ト
越
し
で
も
つ

か
み
や
す
く
、
視
線
を
手
元

に
移
動
す
る
こ
と
な
く
ロ
ッ

ク
解
除
ス
イ
ッ
チ
の
位
置
も

分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Ｃ
ア
ー
ム
の
Ｆ
Ｐ
Ｄ
部

は
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
自

由
度
を
上
げ
る
た
め
、
内
部

構
造
物
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
カ

バ
ー
リ
ン
グ
を
採
用
。
そ
し

て
Ｃ
ア
ー
ム
を
い
か
に
ス
リ

ム
に
見
せ
る
か
が
命
題
と
な

り
、
オ
フ
ホ
ワ
イ
ト
と
淡
い

ブ
ル
ー
グ
リ
ー
ン
の
縦
の
ツ

ー
ト
ー
ン
が
特
徴
的
な
配
色

で
Ｃ
ア
ー
ム
を
ス
リ
ム
に
見

せ
、
威
圧
感
を
軽
減
し
た
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｎ

ｔ
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
は
、
検
出
し
た

マ
ー
カ
ー
を
も
と
に
、
画
像

を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

拍
動
し
て
視
認
性
の
低
い
ス

テ
ン
ト
を
固
定
し
て
表
示

し
、
血
管
治
療
を
支
援
す
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
開

発
当
初
の
実
験
で
は
、
マ
ー

カ
ー
を
誤
検
出
し
、
操
作
性

も
不
十
分
だ
っ
た
。
し
か
し

画
像
処
理
で
マ
ー
カ
ー
の
検

出
力
を
向
上
さ
せ
、
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
で
ボ
タ
ン
一
つ
で
Ｓ

ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
モ
ー
ド

に
入
れ
る
機
能
を
追
加
す
る

な
ど
の
改
良
を
加
え
た
こ
と

で
、
多
く
の
ド
ク
タ
ー
に
使

っ
て
も
ら
え
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
成
長
し
た
。

　
ま
た
「
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
　
３

Ｄ
」
と
い
う
３
次
元
画
像
表

示
機
能
で
は
、
撮
影
か
ら
再

構
成
ま
で
の
時
間
を
当
社
従

来
品
の
約
半
分
に
当
た
る
、

撮
影
後
最
速

秒
で
モ
ニ
タ

ー
表
示
で
き
る
。
再
構
成
時

間
短
縮
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
転
送
の
高
速
化
・
並
列

処
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
を
工
夫
。
Ｃ
ア
ー

ム
と
の
連
動
機
能
も
拡
充
す

る
こ
と
で
、
検
査
時
間
を
短

縮
し
、
ユ
ー
ザ
ー
、
患
者
の

負
担
軽
減
を
実
現
し
た
。

ナ
ガ
セ
イ
ン
テ
グ
レ
ッ
ク
ス

超精密ハイレシプロ成形研削盤ＳＨＳＤ―α
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モ
ー
タ
ー
コ
ア
や
半
導
体

リ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
、
コ
ネ
ク

タ
ー
な
ど
の
小
型
電
子
部
品

へ
の
精
度
要
求
は
近
年
、
さ

ら
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
プ
レ
ス
金
型
の
主
要

部
品
で
あ
る
パ
ン
チ
と
ダ
イ

の
入
れ
子
に
求
め
ら
れ
る
形

状
精
度
は
、
ミ
ク
ロ
ン
か
ら

サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
オ
ー
ダ
ー
へ

と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
、
現
在
で
は
幅
広
い

分
野
の
超
精
密
金
型
づ
く
り

に
用
い
ら
れ
て
い
る
ハ
イ
レ

シ
プ
ロ
研
削
に
は
、
加
工
対

象
物

ワ
ー
ク

セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
や
測
定
な
ど
で
高
度
な

職
人
技
が
必
要
な
た
め
、
作

業
者
に
依
存
し
な
い
加
工
方

法
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
加

え
て
増
加
す
る
加
工
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
に
、
よ
り

高
能
率
な
加
工
の
実
現
が
強

く
望
ま
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
ナ

ガ
セ
イ
ン
テ
グ
レ
ッ
ク
ス

は
、
超
硬
小
型
金
型
部
品
の

高
精
度
・
高
能
率
加
工
が
可

能
な
ハ
イ
レ
シ
プ
ロ
研
削
盤

「
超
精
密
ハ
イ
レ
シ
プ
ロ
成

形
研
削
盤
　
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｄ
―

α
」
を
開
発
し
た
。

　
作
業
者
の
力
量
に
依
存
せ

ず
、
圧
倒
的
な
能
率
で
の
加

工
が
で
き
る
―
。
こ
れ
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
開
発
し
た
。

　
特
徴
は
五
つ
あ
る
。

従

来
の
２
倍
の
能
力
で
の
サ
ブ

ミ
ク
ロ
ン
精
度
の
加
工
の
実

現

高
精
度
な
自
動
ワ
ー
ク

交
換
、
反
転
、
供
給
機
能
の

実
現

精
度
劣
化
や
故
障
が

少
な
く
、
長
期
使
用
に
耐
え

ら
れ
る
マ
シ
ン
の
実
現

省

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
温
度
環
境

に
左
右
さ
れ
に
く
い
マ
シ
ン

の
設
計

誰
に
と
っ
て
も
使

い
や
す
く
、
作
業
性
の
高
い

マ
シ
ン
―
だ
。

　
開
発
に
お
い
て
は
、
デ
ザ

イ
ン
を
含
め
、
従
来
機
の
操

作
性
、
テ
ー
ブ
ル
位
置
、
カ

バ
ー
リ
ン
グ
を
中
心
に
、
一

か
ら
見
直
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
駆
動
幅

時
で
毎
分
５
０
０
往
復
が

最
高
だ
っ
た
自
社
従
来
機
の

２
倍
に
当
た
る
、
同
１
０
０

０
往
復
を
実
現
。
そ
の
一
方

で
振
動
は
極
小
と
な
る
マ
シ

ン
構
造
を
開
発
し
、
極
限
レ

ベ
ル
の
小
型
金
型
部
品
加
工

を
可
能
と
し
た
。
従
来
機
２

台
で
行
っ
て
い
た
高
付
加
価

値
な
仕
事
を
、
１
台
で
可
能

に
す
る
革
新
的
な
マ
シ
ン
に

な
っ
た
。

　
専
用
の
超
軽
量
・
超
高
精

度
な
専
用
バ
イ
ス
パ
レ
ッ
ト

を
開
発
、
繰
り
返
し
取
り
付

け
再
現
性
が

０
・

の
自
動
ワ
ー
ク
供
給
、
反

転
、
交
換
シ
ス
テ
ム
を
完
成

し
た
。
こ
れ
で
加
工
条
件
さ

え
設
定
す
れ
ば
、
熟
練
作
業

者
で
な
く
て
も
超
高
精
度
な

加
工
を
容
易
に
行
え
る
。

　
超
高
速
・
高
精
度
な
加
工

を
長
期
間
安
定
し
て
行
う
た

め
に
、
テ
ー
ブ
ル
左
右
軸
に

は
同
社
独
自
の
非
接
触
多
面

拘
束
油
静
圧
案
内
面
を
採
用

し
た
。
さ
ら
に
テ
ー
ブ
ル
の

軽
量
化
の
た
め
に
、
通
常
テ

ー
ブ
ル
上
に
配
置
さ
れ
て
い

る
ツ
ル
ー
イ
ン
グ
・
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
装
置
を
分
離
し
、
別

駆
動
と
し
た
。
ま
た
カ
バ
ー

リ
ン
グ
へ
の
ス
テ
ン
レ
ス
材

の
採
用
に
よ
っ
て
超
硬
材
料

な
ど
の
加
工
で
発
生
す
る
腐

食
を
防
止
し
、
美
し
い
外
観

を
保
っ
た
ま
ま
長
く
使
え
る

マ
シ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
。

　
一
般
的
な
恒
温
環
境
下
で

の
緩
や
か
な
温
度
変
化
に
対

し
て
、
機
械
精
度
を
自
立
補

正
す
る
機
能
を
搭
載
し
た
。

さ
ら
に
湿
式
加
工
で
発
生
す

る
ミ
ス
ト
を
排
気
し
つ
つ
、

温
度
変
化
に
強
い
カ
バ
ー
リ

ン
グ
を
実
現
し
た
。

【
開
発
者
の
声
】

　
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｄ
―

α
の
デ
ザ

イ
ン
は
「
超
精
密
マ
シ
ン
の

デ
ザ
イ
ン
革
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
。
当
社
の
特
徴
で
あ
る
長

期
使
用
を
想
定
し
た
ス
テ
ン

レ
ス
素
材
を
用
い
つ
つ
、
大

き
な
曲
面
を
用
い
た
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
。
作
業
者
の
接
近

性
と
シ
ン
プ
ル
な
構
造
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し

た
。

　
さ
ら
に
人
間
工
学
的
な
観

点
か
ら
操
作
盤
や
ハ
ン
ド
ル

な
ど
の
副
操
作
部
を
一
か
ら

見
直
し
、
シ
リ
ー
ズ
で
共
通

化
。
操
作
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ

ー
を
採
用
し
、
水
平
方
向

真
直
運
動
特
性
の
高
さ

を
強
調
し
た
。

　
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
ワ
ー
ク

の
自
動
供
給
反
転
交
換
装

置
に
も
採
用
。
一
目
見
た
だ

け
で
、　製
品
の
　
精
度
繰
り

返
し
再
現
性
精
度
の
高
さ
」

と
い
う
特
徴
が
分
か
る
と
と

も
に
、
「
生
産
性
が
高
く
、

使
い
や
す
い
」
と
い
う
顧
客

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
マ
シ
ン

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ７月２５日 木曜日 　　


